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品野中学校区  会場 下品野地域交流センター      

①テーマ 

魅力ある観光都市にするためには 

 

②テーマに対してあなたが考える課題・問題点 
＜既存のものを活かす＞ 
●瀬戸に新しい物はいらない 
 瀬戸は伝統ある瀬戸物や古い建物も残っている
ので、新たな物を作る必要はない 

●都会在住で実家がない人が田舎を堪能できる観
光地にする 古民家利用、農業・陶器作り体験 

●まるっとミュージアムは成功しているか？ 
●陶器の街というのが他から見てる人からすると
中途半端 

●尾張瀬戸駅から観光スポットに行くのに情報宣
伝ができていない 

●埋もれた観光資源の開拓 
●一日中めいっぱい観光できない 飽きてしまう 
●岩屋堂の歴史と自然を活かす 
●県外や外国からの観光客が「足を運びたい」と
思える仕組みづくり 

●無風案を活かす 
●馬ヶ城ダムは昔ながらの貴重な遺産として残す
べきでは。文化遺産・美しい自然として観光地
化すれば維持費も賄える 

●歴史の発掘・武田信玄で町おこし 
 海上の森には、石碑・お祭り・伝説など武田信玄と

縁があるものがたくさんある。武田信玄の終焉地が

瀬戸である可能性があり。埋もれていた歴史を掘り

起こして、新たな瀬戸の文化遺産に。瀬戸の子ども

たちが地域の文化・伝統を学ぶ教育としても有効 
＜インフラ整備＞ 
●交通機関の充実 
●観光スポット周遊バス 尾張瀬戸駅から 
 例えば別便運行もあり 
●道路整備・河原の整備 
●観光ロードマップにアクセスの交通機関が載っ
ていない 

●ＡＩを使ったチョイソコの運行 
＜街の活性化＞ 
●市街地にグルメスポットがない 
●瀬戸で「見る・食べる・体験する」場所をもう
少し回りやすくする（増やす） 

●商店街の活性化、商店街ホテル（昭和レトロ） 
●宿泊施設の充実 

 
③課題・問題点を解決するにはどうしたらよいか（手法） 

行政          地域       その他 
●下水道整備を！ 商店街 
●教育のカリキュラムに組み込む 
●自然溢れる観光地・瀬戸にする為に
太陽光は今すぐＳＴＯＰ 

 山の緑を削るのは明らかに環境破壊。
大災害が起きる元となる。豊かな自然
を残した瀬戸という観光地を台無しに
している 

●ＰＲ 補助金 
●交通機関との連携 
●飲食店の誘致 

●観光資源の発掘  

④まとめ 

・協議が必要 


